大阪府条例第　　　号

職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例
　職員の特殊勤務手当に関する条例（平成十年大阪府条例第四十一号）の一部を次のように改正する。

　次の表の改正前の欄に掲げる規定を同表の改正後の欄に掲げる規定に傍線で示すように改正する。

	改正後
	改正前

	
	

	（教員特殊業務手当）

第十九条　教員特殊業務手当は、小学校、中学校、義務教育学校、高等学校若しくは特別支援学校（以下これらを「義務教育諸学校」という。）に勤務する主幹教諭、指導教諭、教諭、養護教諭、栄養教諭、助教諭、養護助教諭、講師、実習助手又は寄宿舎指導員で、給与条例第三条第一項第四号イに規定する高等学校等教育職給料表又は同号ロに規定する小学校・中学校教育職給料表の職務の級が一級、二級若しくは特二級であるものが、次に掲げる業務に従事した場合において、当該業務が次項の表の上欄に掲げる業務の区分に応じ、それぞれ同表の中欄に定める場合に該当するときに支給する。
　一―五　（略）

２　（略）

（夜間教育等勤務手当）

第二十条　（略）
一　夜間に二部授業を行う学級（以下「夜間学級」という。）を設置する中学校又は義務教育学校（以下「夜間中学校等」という。）に勤務する主幹教諭、指導教諭、教諭、養護教諭、助教諭、養護助教諭又は講師が、本務として夜間学級で行う教育又は養護の業務に従事したとき。
　二　夜間中学校等に勤務する校長又は副校長若しくは教頭（夜間学級に係る校務を本務とする副校長又は教頭に限る。）が、夜間学級に係る校務の整理等の業務に従事したとき。
２　（略）
	（教員特殊業務手当）

第十九条　教員特殊業務手当は、小学校、中学校、高等学校若しくは特別支援学校（以下これらを「義務教育諸学校」という。）に勤務する主幹教諭、指導教諭、教諭、養護教諭、栄養教諭、助教諭、養護助教諭、講師、実習助手又は寄宿舎指導員で、給与条例第三条第一項第四号イに規定する高等学校等教育職給料表又は同号ロに規定する小学校・中学校教育職給料表の職務の級が一級、二級若しくは特二級であるものが、次に掲げる業務に従事した場合において、当該業務が次項の表の上欄に掲げる業務の区分に応じ、それぞれ同表の中欄に定める場合に該当するときに支給する。
　一―五　（略）

２　（略）
（夜間教育等勤務手当）

第二十条　（略）
一　夜間に二部授業を行う学級（以下「夜間学級」という。）を設置する中学校（以下「夜間中学校」という。）に勤務する主幹教諭、指導教諭、教諭、養護教諭、助教諭、養護助教諭又は講師が、本務として夜間学級で行う教育又は養護の業務に従事したとき。
　

二　夜間中学校に勤務する校長又は副校長若しくは教頭（夜間学級に係る校務を本務とする副校長又は教頭に限る。）が、夜間学級に係る校務の整理等の業務に従事したとき。
２　（略）

	
	


附　則
　この条例は、平成二十八年四月一日から施行する。
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